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　　　　　　　場　　所　　　　　 日　　時地域協議会名

山岡農村環境改善センターホール午後７時～１０月２２日�山岡町

上矢作公民館午後７時～１０月２４日�上矢作町

サンホールくしはら午後７時～１１月５日�串原

笠置公民館午後７時～１１月６日�笠置町

明智文化センター午後７時～１１月７日�明智町

岩村公民館午後７時～１１月８日�岩村町

三郷公民館午後７時～１１月９日�三郷町

中野方公民館午後７時～１１月１２日�中野方町

武並コミュニティー午後７時～１１月１３日�武並町

東野公民館午後７時～１１月１４日�東野

飯地公民館午後７時～１１月１５日�飯地町

大井小学校午後７時～１１月２１日�大井町

恵那文化センター集会室午後７時～１２月１１日�長島町

　

地
域
自
治
区
の
住
民
に

よ
り
、
地
域
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
「
地
域
計
画
」

を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
地
域
住
民
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
基

に
、
そ
の
地
域
の
あ
る
べ

き
姿
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
住
民
は
何

を
し
て
い
く
の
か
、
行
政

と
ど
の
よ
う
に
協
力
（
協

働
）
し
て
い
く
の
か
、
行

政
は
何
を
す
べ
き
な
の

か
。

　

よ
り
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
、
今
後

の
地
域
計
画
や
総
合
計
画

へ
反
映
さ
せ
、
地
域
を
中

心
に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

地
域
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

市
か
ら
は
市
長
以
下
各

部
長
が
参
加
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
懇
談
会
の
日
程

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

月
か
ら
各
地
域
で
地
域
懇
談
会
を
開
催

１０

3　2007.10.1

大
井
町

　

大
井
町
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
全

町
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
、
住
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
連
、
各
種

団
体
の
連
携
に
よ
り
新
た
に
「
大
井
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
防
犯
、
子
育
て
、
歴
史
文
化
、

防
災
、
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
６
つ
の

部
会
を
設
置
し
、
地
域
の
課
題
の
掘
り

起
こ
し
か
ら
、
解
決
に
向
け
た
計
画
作

り
や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の

３１

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に　

〜
私
た
ち

は
、
地
域
は
、
行
政
は
何
を
す
べ
き
か
、

一
緒
に
考
え
よ
う
！
」
と
し
て
、
住
民

２
０
０
人
余
り
が
参
加
し
、
初
の
「
大

井
町
民
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
地
域
計
画
や
各
部
会
の

取
り
組
み
状
況
の
説
明
を
踏
ま
え
、

カ
ー
ド
に
書
い
て
張
り
付
け
る
方
法
で

全
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
よ
り
多
く
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提

案
を
基
に
し
て
、「
地
域
計
画
」
を
見
直

し
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
生
か
そ
う
と

チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

月
に
は
、
地
域
懇
談
会
に
合
わ
せ
再

１１
度
「
町
民
会
議
」
を
開
催
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
な

が
ら
、
今
後

の
取
り
組
み

を
確
か
な
も

の
に
し
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

「
大
井
町
民
会
議
」
を
開
催

地
域
み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

す
。
そ
の
地
域
の
活
動
や
課
題
の
発
見
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
地
域
の
活
動
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
必
要
な
活

動
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
第
１
回
大
井
町
民
会
議

�
教
育
子
育
て
部
会
に
よ
る
放
課
後
ふ
れ

あ
い
教
室　

〜
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地

域
み
ん
な
で
支
え
あ
う
活
動

あなたの地域に必要な物は？

こ
ん
な
活
動
が
あ
る

と
い
い
な

地域づくりは
順調に進んで
いるかな

私
た
ち
の
力
で
こ
の

活
動
を
進
め
よ
う

　

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
皆
さ
ん

の
参
加
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

現
在
、
各
地
域
で
は
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
課
題
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
づ
く
り
活
動
が
実
行
さ
れ
て
い
ま

福祉

環境美化

伝統

文化

子育て

歴史

地
域
づ
く
り
に
あ
な
た
の
参
加
を
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長
島
町

東　

野

　

長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
住

民
の
暮
ら
し
を
視
点
に
、
健
康
で
福
祉
を

充
実
さ
せ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
商
工

業
、
農
業
な
ど
の
産
業
が
盛
ん
な
「
住
ん

で
よ
し
、
働
い
て
よ
し
」
の
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
長
島
町
地
域
づ
く
り

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
次
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
地
域
振

興
事
業

□
環
境
部
会

①
ホ
タ
ル
の
幼
虫
育
成
事
業

②
ホ
タ
ル
の
保
護
区
づ
く
り
事
業

③
カ
ワ
ニ
ナ
育
成
事
業

□
健
康
部
会

①
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
づ
く
り
事
業

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
者
育
成
事
業

③
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推
奨
イ
ベ
ン
ト
事
業

④
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｐ
Ｒ
事
業

□
安
全
推
進
部
会

①
防
犯
・
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

②
災
害
危
険
地
域
備
蓄
庫
整
備
構
想
事
業

③
情
報
伝
達
人
材
育
成
事
業

④
防
災
対
策
事
業

⑤
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

□
広
報
Ｐ
Ｒ
部
会

①
ま
ち
づ
く
り
特
派
員
事
業

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
更
新
事
業

自
然
豊
か
な
世
代
の
調
和
し
た

元
気
な
東
野

　

東
野
地
域
協
議
会
で
は
、「
自
然
豊

か
な
世
代
の
調
和
し
た
元
気
な
東
野
」

を
創
造
し
て
継
承
す
る
た
め
、
実
行
組

織
東
野
地
域
振
興
委
員
会
を
設
置
し
、

４
部
会
構
成
で
次
の
よ
う
な
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

□
産
業
振
興
部
会

　

〜
生
産
と
販
売
、
交
流
〜

①
農
作
物
を
害
獣
か
ら
守
る
事
業

　

昨
年
度
は
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
、

ク
マ
も
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

②
地
域
農
産
物
販
売
事
業

　
「
ふ
れ
ん
ど

り
ー
阿
木
川

湖
」
で
、
東
野

の
野
菜
と
軽

食
を
販
売
。

昨
年
度
は
部

会
で
シ
イ
タ

ケ
生
産
を
始

め
ま
し
た
。

□
教
育
文
化
部
会

　

〜
学
び
と
伝
承
〜

①
東
野
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　

東
野
を
楽
し
む
マ
ッ
プ
作
り
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

②
歌
舞
伎
施
設
事
業

　

音
響
設
備
と
照
明
施
設
を
充
実
し
ま
し

た
。（
昨

年

度

は
、
地
域
安
全
対

策
事
業
と
し
て
、

大
井
町
と
の
連

携
に
よ
る
安
全

マ
ッ
プ
作
成
と
、

パ
ト
ロ
ー
ル
用

腕
章
作
成
を
支

援
）

□
環
境
の
保
全

　

〜
環
境
美
化
部
会
〜

①
シ
デ
コ
ブ
シ
等
自
生
植
物
保
護
事
業

　

現
地
調
査
・
間
伐
・
清
掃
・
保
護
活
動

②
こ
ど
も
の
遊

べ
る
川
づ
く
り

事
業

　

ホ
タ
ル
の
飛

ぶ
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
飯
沼

川
・
定
蓮
寺
川
に

カ
ワ
ニ
ナ
を
放

流
し
ま
し
た
。

□
広
報
部
会　

〜
情
報
発
信
〜

①
機
関
紙
の
発
行

②
東
野
地
域
振
興
委
員
会
行
事
の
お
知
ら

せ

「
住
ん
で
よ
し
、
働
い
て
よ
し
」
の

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

▲「スイレンと西行遺跡をめぐるウオーキング大会」 ▲「ホタルのとぶ町長島」を目指して
　　（長島町いっせいクリーン作戦の実施）

5　2007.10.1

三
郷
町

武
並
町

　

み
さ
と
振
興
委
員
会
で
は
、
６
部
会
で

構
成
さ
れ
た
延
べ
１
２
０
人
の
方
が
各
分

野
で
主
体
的
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

三
郷
町
が
さ
ら
に
良
く
な
る
こ
と
を
願

い
、
そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ

れ
、
支
持
さ
れ
る
活
動
を
目
指
し
、
現
在
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
会
議
を
取

り
入
れ
た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

□
環
境
部
会

「
野
井
の
川
を
美
し
く
す
る
会
」

　

庄
内
川
下
流
域
、
野
井
区
自
治
会
、
野

井
区
民
、
車
両
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

企
業
の
方
の
参
加
を
得
て
、
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
に
よ
り
、

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
美
し
い
川
に
な
り
ま

し
た
。（
平
成　

年
７
月　

日
実
施
）

１９

２２

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
愛
し
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち

「
佐
々
良
木
・ 
椋 

�
�
� 

実 
の
川
を
美
し
く
す

�

る
会
」

発
足
か
ら
の
経
緯

　

本
年
度
当
初
に
会
員
募
集
を
行
い
、

多
く
の
方
の
ご
理
解
を
得
て
組
織
を
立

ち
上
げ
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
水
辺

の
環
境
整
備

を
通
し
、
新

し
い
輪
が
広

が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

（
平
成　

年
１９

８
月　

日
実

２６

施
）

□
三
郷
地
域
協
議
会

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
議
」

会
議
の
雰
囲
気

　

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
活

発
な
発
言
と
、
発
言
に
対
す
る
相
互
理

解
が
行
わ
れ

た
こ
と
に

よ
っ
て
、
参

加
者
の
総
意

で
方
向
性
が

検
討
さ
れ
ま

し
た
。（
平

成　

年
９
月

１９
４
日
開
催
）

武
並
町
地
域
協
議
会
活
動
報
告

　

武
並
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
８
部

会
の
活
動

□
学
習
部
会

①
文
化
ま
つ
り

②
文
化
発
表
会
の
開
催

③
郷
土
の
史
跡
写
真
集
「
観
音
堂
若
林

庵
」
の
発
行

④
ホ
タ
ル
の
里
調
査

□
交
流
部
会

①
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
の
開
催

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
準
備

③
夏
ま
つ
り
の
開
催
（
今
年
は
恵
那
ス

ケ
ー
ト
場
で
開
催
し
１
５
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
）

□
健
康
部
会

①
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管
理

②
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
運
営

③
小
学
校
と
協
働
に
よ
る
小
学
校
の
花

壇
用
堆
肥
作
り

□
奉
仕
部
会

①
ふ
れ
あ
い
オ
ア
シ
ス
花
壇
用
花
作
り

②
ス
ケ
ー
ト
場
花
壇
花
植
え

③
花
壇
ま
つ
り
（
青
少
年
育
成
会
議
と

協
働
）

□
広
報
部
会

①
青
少
年
育
成
会
議
と
協
働
に
よ
る

「
広
報
た
け
な
み
」
の
発
行
（
本
年
度

パ
ソ
コ
ン
が
そ
ろ
い
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

始
め
る
・
昨
年
度
か
ら
準
備
し
て
い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
）

□
福
祉
部
会

①
お
し
ゃ
べ
り
会
の
開
催

②
独
居
老
人
へ
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
（
本
年

度
放
課
後
の
読
み
聞
か
せ
を
始
め
る
）

□
環
境
部
会

①
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

（
本
年
度
は
不
法
投
棄
の
処
理
）

②
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

□
食
農
部
会
（
地
域
が
自
立
す
る
た
め
の

収
入
源
）

①
ス
ケ
ー
ト

場
ふ
れ
あ
い

販
売
所
で
の

販
売（
本
年
度

は
ふ
れ
あ
い

会
館（
旧
公
民

館
）で
毎
週
土

曜
日
に
直
売

所
開
催
）

�
郷
土
の
史
跡
写
真
集

▲ふれあい直販所
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笠
置
町

中
野
方
町

　

笠
置
町
活
性
化
委
員
会
で
は
、
昨
年
度

３
部
会
で
行
っ
て
い
た
活
動
に
、
安
全
安

心
部
会
・
地
域
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
会
の
２

部
会
を
増
設
し
、
取
り
組
む
事
業
も
７
事

業
か
ら　

事
業
に
増
や
し
て
行
っ
て
い
ま

１１

す
。

□
主
な
事
業

①
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
（
回
想
法

の
実
施
）

②
特
産
品
作
り
と
加
工
・
保
存
施
設
の
設

置
事
業
（
ユ
ズ
・
ホ
オ
ノ
キ
）

③
防
犯
灯
適
正
設
置
事
業
（
青
色
防
犯
灯

設
置
）

④
道
と
水
辺
の
美
化
事
業
（
町
内
一
斉
ク

リ
ー
ン
作
戦
）

　

今
回
は
、
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

笠
置
町
内
の
県
道
・
市
道
・
農
道
な
ど

生
活
道
路
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
を
、

住
民
み
ん
な
（
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
）
で
片
付
け
よ
う
と
、
昨
年　

月
に
第

１２

１
回
目
の
「
家
族
で
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン

作
戦
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
な
ど
合
わ
せ
て
、
軽
ト

ラ
ッ
ク　

杯
分
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し

１０

た
。

　

本
年
度
は
６
月
に
第
２
回
目
を
開
催

し
ま
し
た
。
年
に
２
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
不
法
投
棄
の
防
止
に
効
果
が
あ

る
と
し
て
「
鳥
居
」
を
作
り
、
町
内
の

不
法
投
棄
が
多
い
場
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
内

み
ん
な
で
ク
リ
ー
ン
作
戦

棚
田
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開

　

中
野
方
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
棚
田

里
山
部
会
は
、「
棚
田
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

□
主
な
活
動

①
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

②
坂
折
棚
田
石
積
み
塾
の
開
催

③
棚
田
純
米
酒
や
棚
田
米
な
ど
棚
田
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
と
販
売

④
棚
田
コ
ン
サ
ー
ト
や
収
穫
祭

⑤
棚
田
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

⑥
坂
折
棚
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

⑦
学
生
に
よ
る
田
植
え
体
験
学
習

⑧
広
報
紙
「
棚
田
通
信
」
の
発
行

　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
は
、
年
間
３

万
円
で
１
区
画
１
０
０
平
方�
の
田
ん

ぼ
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
、
田

植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
な
ど
の
農
作

業
を
、
地
元
の
農
家
の
方
々
と
一
緒
に

体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
盛
況
で　

組
（　

人
）
の
皆
さ
ん

３１

８６

に
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
オ
ー
ナ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
名
古
屋

市
な
ど
の
都
市
部
出
身
者
で
、
農
作
業

は
初
め
て
と
い
う
方
ば
か
り
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
に
は
、
収
穫
さ
れ
た
棚
田
米

　
�
と
、
地
元
で
取
れ
た
旬
の
野
菜
を

３０

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
坂
折
棚
田
石
積
み
塾
で
は
、
塾
生

が
石
積
み
名
人
か
ら
、
そ
の
工
法
を
学

び
、
実
際
に
石
積
み
を
体
験
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
単
に
石
積
み
を
学
ぶ
だ

け
で
は
な
く
体
験
す
る
こ
と
で
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
石
積
み
の
技
術
と
景
観
を
後
世

へ
残
す
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
今
後
拡
大
す
る
こ
れ
ら
の
活
動

が
継
続
で
き
る
よ
う
、
人
材
の
育
成
と
事

業
費
の
確
保
と
い
う
課
題
を
解
決
し
、
組

織
と
し
て
自
立
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
現
在
N
P
O
法
人
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）の
設
立
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
地
域
に
は
、
棚
田
の
み
な
ら

ず
、
笠
置
山
周
辺
観
光
コ
ー
ス
や
不
動

滝
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
フ
な
ど
の
観
光
資
源
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
新
た
な
魅
力

づ
く
り
の
た
め
に
、
各
種
団
体
と
の
「
協

働
」に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
は
じ
め
、

民
族
資
料
館
の
設
立
や
石
垣
公
園
の
整
備

な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲町内一斉クリーン作戦▲不法投棄防止用の鳥居

�
石
積
み
塾
の
様
子
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飯
地
町

岩
村
町

　

飯
地
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
産

業
部
会
・
文
化
部
会
・
健
康
福
祉
部
会
の

３
部
会
で
活
動
し
て
お
り
、
文
化
や
観
光

資
源
、
地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

①
飯
地
町
福
祉
エ
リ
ア
創
設
事
業

②
宅
老
所
ま
ん
さ
く
を
利
用
し
た
高
齢
者

介
護
予
防
事
業

③
自
然
博
物
館
整
備
事
業

④
案
内
板
整
備
事
業

⑤
観
光
マ
ッ
プ
作
成
事
業

⑥
特
産
品
P
R
事
業

⑦
地
歌
舞
伎
の
保
存
伝
承
事
業

　

子
供
歌
舞
伎
の
伝
承
や
平
瀬
滝
の
環
境

整
備
、
福
祉
環
境
整
備
な
ど
は
、
継
続
し

て
取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

文
化
や
観
光
資
源
を
生
か
し
た
事
業

を
展
開

　

ま
た
若
者
活
性
化
の
た
め
、
若
者
自

ら
が
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
飯
地
町
出
身
者
が
ボ
ー
カ
ル
を

務
め
る
バ
ン
ド
「
オ
ト
ル
ー
プ
」
を
招

き
、
歌
舞
伎
小
屋
「
五
毛
座
」
で
ラ
イ

ブ
を
、
夏
に
は 
筝 
と
尺
八
の
音
色
が
夜

そ
う

空
を
彩
る
「
ほ
た
る
祭
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

企
画
す
る
こ
と
の
大
変
さ
と
確
か
な

手
応
え
を
同
時
に
感
じ
ら
れ
、
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
「
イ
ベ
ン
ト
当
日
ま
で
の

過
程
が
大
切
な
の
だ
」
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
冬
に
向
け
た
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

「
日
本
１
０
０
名
城
」
と
「
美
し
い

日
本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
」

　

日
本
三
大
山
城
の
１
つ
で
あ
る
「
岩

村
城
」
が
昨
年
４
月�
日
本
城
郭
協
会

に
よ
る
「
日
本
１
０
０
名
城
」
に
選
定

さ
れ
、
さ
ら
に
今
年
３
月
「
城
下
町
岩

村
の
町
並
み
」が
古
都
保
存
財
団
の「
美

し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

岩
村
町
ま
ち
づ
く
り
実
行
組
織
『
城

下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
』
は
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
歴
史
的
財
産
を
地
域
の
誇
り

と
し
、
末
永
く
愛
し
守
っ
て
い
く
よ
う

地
域
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
歴
史
・
文
化
の
研

究
、
産
業
振
興
や
教
育
、
福
祉
な
ど
住

民
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

①
岩
村
城
跡
の
整
備
・
清
掃
作
業

②
地
域
福
祉
支
援
事
業

③
『
下
田
歌
子
』
顕
彰
事
業　

マ
ン
ガ
本

の
発
刊
（
１
冊
５
０
０
円
で
販
売
中
）　

④
農
村
景
観
日
本
一
展
望
台
の
周
辺
整
備

⑤
い
わ
む
ら
城
下
町
の
ひ
な
ま
つ
り

（
２
―
４
月
開
催
予
定
）

⑥
郷
土
料
理
・
文
化
伝
承
事
業

⑦
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

⑧
歴
史
掘
り
お
こ
し
事
業　

鴨
長
明
、
百

年
前
の
町
並
み
、
大
船
講
、
岩
村
電
車
の

勉
強
会
（　

月
）

１０

⑨
「
城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
」
た
よ
り

の
発
行
（
毎
月
１
回
）

⑩
エ
コ
バ
ッ
グ
製
作

　

１
個
６
０
０
円
で
好
評
販
売
中

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.hot-iw

am
ura.com

�
子
供
歌
舞
伎

�
オ
ト
ル
ー
プ
と
地
元
の
皆
さ
ん

▲岩村城

▲岩村城跡整備作業の様子

▲平瀬滝
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山
岡
町

明
智
町

　

山
岡
地
域
づ
く
り
事
業
で
は
、
地
域
全

体
で
介
護
予
防
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の

支
え
に
つ
な
げ
る
た
め
、　

月　

日�
午

１０

１４

前
９
時
か
ら
親
子
フ
ェ
ス
タ
・
ふ
れ
あ
い

広
場
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
三

世
代
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

①
市
の
花
「
さ
さ
ゆ
り
の
里
」
づ
く
り
事

業②
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
事
業

③
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
（
花
い
っ
ぱ
い
）
事

業④
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

⑤
親
子
フ
ェ
ス
タ
事
業

⑥
恵
那
市
登
り
窯
フ
ェ
ア
事
業

⑦
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

　

ま
た
山
岡
町
の
三
大
産
業
の
一
つ
で
あ

る
陶
土
の
振
興
策
と
し
て
建
設
さ
れ
た
登

り
窯
を
利
用
し
、
陶
器
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
産
業
振
興
と
観
光
の
拠

点
と
な
る
よ
う
、　

月　

日�
か
ら　

日

１０

１９

２１

�
に
登
り
窯
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

月　

日�
午
前　

時
半
か
ら
お
茶

１０

２１

１０

会
、
護
摩
木
祈
願
、
風
船
教
室
、
竹
細
工

教
室
、
豚
汁
、
松
茸
ご
飯
（
無
料
）
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

同
時
に
窯
た
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
中
で
す
。

三
世
代
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

明
智
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
各
部
会
に
お
い
て
活
動

　

平
成　

年
度
に
明
智
地
域
自
治
区
地

１７

域
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
平
成　

年
１８

９
月
に
は
実
行
組
織
と
し
て
明
智
地
域

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

発
足
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
笑
顔
、
幸
せ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
暮
ら
せ
る
大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
交
流
の
ま
ち
。
緑
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
暮
ら
す
人
み
ん
な
が
健
康
で
心
豊

か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
、
安
心
し
て
楽
し

く
生
活
で
き
る
快
適
な
ま
ち
、
活
力
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
を
創
造
し
、
日
本

大
正
村
へ
気
楽
に
来
村
で
き
る
交
流
の

ま
ち
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、

各
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

□
大
正
村
部
会

①
大
正
１
０
０
年
祭
支
援
事
業

②
町
内
一
斉
清
掃
事
業

□
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会

①
健
康
づ
く
り
知
識
習
得
意
識
活
動
事

業②
健
康
体
操
指
導
者
育
成
事
業

□
地
域
活
性
化
部
会

①
下
宿
支
援
事
業

② 
下  
田  
良  
子 
モ
デ
ル
自
治
区
活
性
化
事

し
も 
た 

ら 

ご

業□
自
然
環
境
部
会

①
下
ヶ
淵
整
備
事
業

②
団
子
杉
整
備
事
業

□
福
祉
部
会

①
通
学
安
全
対
策
事
業

②
乳
幼
児
教
育
充
実
事
業

□
自
主
防
災
部
会

①
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
協
力
事
業▲観劇会「おとうさんはウルトラマン」▲明智町おそうじ大作戦

▲親子フェスタの様子 ▲登り窯フェアの様子▲防犯パトロールの様子
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串　

原

上
矢
作
町

　

串
原
の
地
域
づ
く
り
基
金
事
業
は
、
前

半
は
都
市
住
民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た

事
業
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
後
半

は
、
地
域
に
と
っ
て
将
来
に
向
け
必
要
で

あ
り
、
地
域
の
中
で
継
続
で
き
る
生
活
、

環
境
、
住
民
の
健
康
に
密
着
し
た
内
容
を

重
点
に
事
業
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
化
の
進
む
串
原
に
多
く

の
方
々
が
訪
れ
、
地
域
の
住
民
が
元
気
で

活
発
に
安
全
・
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
を
目
指
し
、
活
動
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

□
本
年
度
の
継
続
事
業

①
さ
さ
ゆ
り
の
里
全
国
歌
合
戦

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

③
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

④
中
山
太
鼓
P
R
事
業

□
新
規
事
業

①
ほ
た
る
祭
り

②
さ
さ
ゆ
り
の
里
健
康
づ
く
り
事
業

③
さ
ん
さ
ん
街
道
整
備
事
業

地
域
の
人
が
元
気
で
活
発
に
安
心
し

て
暮
せ
る
ま
ち
を
目
指
す

住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り

　

上
矢
作
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
長
年
に
わ
た
り
先
人
が
守
り
培
っ

て
き
た
歴
史
や
文
化
、
伝
統
、
自
然
な

ど
貴
重
な
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
住

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、「
住
民
福
祉
部
会
」「
地

域
整
備
部
会
」「
教
育
文
化
部
会
」
の

３
部
会
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
の
紹
介

□
住
民
福
祉
部
会

①
配
食
活
動
事
業

②
食
育
活
動
事
業

③
地
域
福
祉
活
動
事
業

□
地
域
整
備
部
会

①
観
光
施
設
周
辺
環
境
美
化
事
業

②
主
要
道
路
河
川
環
境
美
化
事
業

③
風
力
発
電
施
設
周
辺
整
備
事
業

□
教
育
文
化
部
会

①
伝
承
芸
能
保
護
活
動
事
業

②
文
化
財
等
保
護
活
動
事
業

③
地
域
ぐ
る
み
子
育
て
事
業

　

教
育
文
化
部
会
の
文
化
財
保
護
部
会

で
は
、
町
内
の
天
然
記
念
物
、
文
化
財

や
史
跡
な
ど
の
実
態
調
査
と
と
も
に
、

そ
の
保
護
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

「
地
域
の
文
化
財
は
地
域
で
守
ろ
う
」と

環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
松
並
木
環
境
整
備
活
動

を
重
点
に
置
き
、
歩
道
の
水
切
作
業
や
枯

死
松
の
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
並
木
保
護
保
存
活
動
を
進
め
る
上

で
、
安
全
管
理
の
問
題
が
、
新
た
な
緊
急

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
に

散
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
松
並
木
で
す

が
、
安
心
し
て
歩
い
て
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
な
い
今
の
危
険
な
状
況
に
困
惑

し
て
お
り
、
早
急
に
こ
の
危
険
な
状
況
を

取
り
除
く
よ
う
、
各
方
面
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
保
護
活
動
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲ウオーキングコースの整備▲料理コンクール▲ささゆりの里全国歌合戦

▲松並木整備作業▲河川環境美化活動

　ささゆり
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１案内表示

平成１９年度
平成１８年度

２あいさつ

５点・４点
５点・４点

３点・２点・１点・未記入

３点・２点・１点・未記入

３対応・説明

４申請書

５所要時間

６窓口満足度

７窓口時間

０ １００２０ ４０ ６０ ８０

□
対
応
・
説
明

　
　

・
５�
の
方
に

９０
お
お
む
ね
満
足
を
い

た
だ
き
、
昨
年
度
に

比
べ
１
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
同
様

１
・
６�
の
方
に
は

ま
だ
ま
だ
不
満
と
感

じ
ら
れ
て
お
り
、
あ

い
さ
つ
同
様
窓
口

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ

い
て
改
善
し
、
さ
ら

に
満
足
い
た
だ
け
る

職
員
の
意
識
改
革
を

実
施
し
て
い
き
ま

す
。

□
申
請
書

　
「
満
足
」「
や
や
満

足
」
と
回
答
い
た
だ

い
た
方
は　

・
８�
８２

と
昨
年
に
比
べ
４
・

３
ポ
イ
ン
ト
増
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、

自
由
意
見
で
は
「
記

入
要
領
が
分
か
り
に
く
い
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
文
字
の
大
き

さ
・
記
入
内
容
な
ど
を
点
検
し
て
、
引
き

続
き
分
か
り
や
す
い
申
請
書
と
な
る
よ
う

改
善
が
必
要
で
す
。

□
所
要
時
間

　
　

・
８�
の
方
に
お
お
む
ね
満
足
を
い

８６

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
度
の

　

・
７�
に
対
し
て
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
増

８５と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
昨
年
同
様

１
・
７�
の
方
に
は
ま
だ
ま
だ
不
満
と
感

じ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
確
実

な
業
務
の
遂
行
を
念
頭
に
簡
素
化
で
き
る

部
分
の
改
善
が
必
要
で
す
。

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨
年年年年年年年年年年年年年年年年
にににににににににににににににに
続続続続続続続続続続続続続続続続
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて
満満満満満満満満満満満満満満満満
足足足足足足足足足足足足足足足足
度度度度度度度度度度度度度度度度

％％％％％％％％％％％％％％％％

昨
年
に
続
い
て
満
足
度　

％
８８８８８８８８８８８８８８８８００００００００００００００００８０

窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口口口
アアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトト
のののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果

窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　

市
行
財
政
改
革
行
動
計
画
（
平
成　

年
１８

度
―　

年
度
）
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

２２

の
目
標
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁

者
の
満
足
度　
�
を
目
指
そ
う
と
、
こ
れ

８０

ま
で
接
遇
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
を
は

じ
め
、
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
に
続
い
て
８
月
１
日
か

ら　

日
ま
で
の
実
質　

日
間
、
お
越
し
い

１５

１１

た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
願

い
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
昨
年
の
デ
ー
タ

と
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
時
期
、
期
間
お
よ
び
設
問
項
目
に
つ

い
て
は
昨
年
と
同
様
と
し
、
次
の
よ
う
な

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
総
数
は
、
８
６
８
人
（
男
性
３
８
５

人
・
女
性
４
６
９
人
・
未
記
入
が　

人
）。

１４

　

設
問
６
「
窓
口
満
足
度
」
に
つ
い
て
は
、

　

・
７�
の
方
に
５
点
（
満
足
）
を
い
た

７０だ
き
、
昨
年
の　

・
５�
と
比
較
す
る
と
、

６８

２
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
５
点（
満
足
）、
４
点（
や
や
満
足
）の

割
合
を
合
計
す
る
と　

・
４�
と
な
り
、

８９

昨
年
の　

・
９�
に
比
べ
、
ほ
ぼ
横
ば
い

８９

の
結
果
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
行
財
政
改
革
行
動
計
画
で
定

め
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足

度　
�
と
い
う
目
標
値
を
上
回
っ
て
は
い

８０
ま
す
が
、
引
き
続
き
接
遇
研
修
な
ど
を

行
っ
て
、
さ
ら
な
る
改
善
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
の
項
目
で

も
昨
年
の
実
績
を
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
上
回
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

□
案
内
表
示

　
　

・
１�
の
方
に
お
お
む
ね
満
足
を
い

７９
た
だ
き
、
昨
年
に
比
べ
１
・
７
ポ
イ
ン
ト

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
度
実

施
し
た
庁
舎
の
大
規
模
改
修
に
伴
っ
て
、

案
内
表
示
板
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
し
た

結
果
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

□
あ
い
さ
つ

　
　

・
３�
の
方
に
ほ
ぼ
満
足
を
い
た
だ

８７
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
度
の　

・
６

８６

�
に
対
し
て
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
由
意
見
で
は
「
あ
い
さ
つ

が
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
い
う
一
方
で
、

「
あ
い
さ
つ
に
元
気
が
な
い
」な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
も
て
る
よ

う
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
て
い
き

ま
す
。

７７.４％
７９.１％

８６.６％
８７.３％

８９.０％
９０.５％

７８.５％
８２.８％

８５.７％
８６.８％

８９.９％
８９.４％

６１.５％
６６.６％

２２.６％
２０.９％

１３.４％
１２.７％

１１.０％
９.５％

２１.５％
１７.２％

１３.２％
１４.３％

１０.６％
１０.１％

３８.５％
３３.４％

（％）
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□
窓
口
の
満
足
度

　
　

・
４�
の
方
に
ほ
ぼ
満
足
を

８９
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
１
・

４�
の
方
に
は
、
ま
だ
ま
だ
不
満

と
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い

て
改
善
し
、
さ
ら
に
満
足
い
た
だ

け
る
職
員
の
意
識
改
革
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

□
窓
口
時
間

　
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
と
回
答

い
た
だ
い
た
方
は　

・
６�
と
昨

６６

年
に
比
べ
５
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

の　

月
か
ら
行
っ
て
い
る
市
民
課

１０
窓
口
で
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
の
結
果

で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。　

し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
方
か
ら
６

時
ご
ろ
ま
で
の
窓
口
時
間
の
延
長

を
望
ま
れ
る
意
見
が
あ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
平
日
の
窓
口
時
間
の

延
長
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
周
知
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
企
画
課

行
財
政
改
革
推
進
係
（
内
線
３
３

２
）

未記入１点２点３点４点５点設問の内容項　　目
２５人
２.９％

４人
０.４％

１３人
１.５％

１４０人
１６.１％

２１５人
２４.８％

４７１人
５４.３％

目的の場所の案内や表示は
いかがでしたか１案内表示

５人
０.６％

５人
０.６％

８人
０.９％

９２人
１０.６％

１９８人
２２.８％

５６０人
６４.５％

職員のあいさつはいかがで
したか２あいさつ

９人
１.０％

５人
０.６％

９人
１.０％

６０人
６.９％

１７５人
２０.２％

６１０人
７０.３％

職員の対応や説明の仕方は
いかがでしたか３対応・説明

０人
０.０％

５人
０.６％

１６人
２.１％

１１２人
１４.５％

１６８人
２１.８％

４７０人
６１.０％

申請書は分かりやすかった
ですか４申請書

１６人
１.８％

６人
０.７％

９人
１.０％

８４人
９.７％

１８２人
２１.０％

５７１人
６５.８％

用件にかかった時間はいか
がでしたか５所要時間

１３人
１.５％

６人
０.７％

６人
０.７％

６７人
７.７％

１６２人
１８.７％

６１４人
７０.７％

本日の窓口サービスには満
足できましたか６窓口満足度

２９人
３.３％

４６人
５.３％

３９人
４.５％

１７６人
２０.３％

１５８人
１８.２％

４２０人
４８.４％

市役所窓口の開いている時
間はいかがですか７窓口時間

満足 不満どちらとも
いえない窓口アンケートの結果

午午午午午午午午午午午午午午午午
後後後後後後後後後後後後後後後後
６６６６６６６６６６６６６６６６
時時時時時時時時時時時時時時時時
まままままままままままままままま
でででででででででででででででで
延延延延延延延延延延延延延延延延
長長長長長長長長長長長長長長長長
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

午
後
６
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す

市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民
課課課課課課課課課課課課課課課課
住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民
係係係係係係係係係係係係係係係係
のののののののののののののののの
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口口口

　
　
　
　
 

市
民
課
住
民
係
の
窓
口

　

昨
年
の　

月
か
ら
市
民
課
住
民
係
で
本

１０

来
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
時
刻
（
午
後

５
時　

分
）
を　

分
間
延
長
し
て
、
午
後

１５

４５

６
時
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
一
部
の
業

務
に
限
っ
て
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
、
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

□
市
民
課
住
民
係
の
窓
口
延
長

▽
実
施
日　

平
日
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

▽
延
長
時
間　

午
後
５
時　

分
―
６
時

１５

▽
実
施
場
所　

市
民
課
住
民
係

▽
延
長
の
対
象
と
な
る
窓
口
業
務

　

①
住
民
票
の
証
明
発
行

　

②
戸
籍
の
証
明
発
行

　

③
印
鑑
証
明
の
発
行

　

④
印
鑑
登
録

□
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

▽
実
施
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
た
だ

し
、
休
館
日
は
対
象
外
）

▽
業
務
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
５
時

▽
業
務
の
対
象
と
な
る
窓
口
業
務

　

①
住
民
票
の
証
明
発
行
（
た
だ
し
、
住

　

民
票
上
同
一
の
世
帯
の
方
の
み
）

　

②
印
鑑
証
明
の
発
行

□
問
い
合
わ
せ　

市
民
福
祉
部
市
民
課
住

民
係
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）
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私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
ご
み
と
し
て
廃
棄

し
て
い
る
物
の
中
に
は
、
分
別
す
れ
ば
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
瓶
や
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
自
治
会
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
聞
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
古
紙
の
回
収
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
子
ど
も
会
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
そ
の
回
収
量
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
旧
市
地
域
に
限
る
と

こ
の
５
年
間
で
約
２
０
０�
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
家
の
中

に
新
聞
や
雑
誌
が
た
ま
っ
て
い
る
が
、
出

す
方
法
が
な
く
て
困
る
」「
休
日
に
持
ち
込

め
る
場
所
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
紙
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
物
が
う

ま
く
回
収
さ
れ
な
い
と
、「
ご
み
」
と
し
て

　

資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
た
実
証
実
験
、「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

広
場
の
開
催
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
。
こ
こ
に
は
紙
類
や
衣
類
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
ご
み
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

市
民
エ
コ
会
議�
２
５
―
５
３
６
２
（
長
谷
川
）、
環
境
課�
２
６
―

２
１
１
１
（
内
線
１
８
６
）

排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
よ
り
一
層
の
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
環
境
問
題
に

取
り
組
む
市
民
グ
ル
ー
プ
「
市
民
エ
コ
会

議
」
を
中
心
に
、
行
政
と
企
業
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収

事
業
、「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
を
試
行

的
に
開
催
し
ま
す
。

市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるる
ごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみ
のののののののののの
減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化
実実実実実実実実実実
験験験験験験験験験験

市
民
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
実
験

「「「「「「「「「「
日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
リリリリリリリリリリ
ササササササササササ
イイイイイイイイイイ
クククククククククク
ルルルルルルルルルル
広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場
」」」」」」」」」」
がががががががががが
スススススススススス
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト

「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
が
ス
タ
ー
ト

���　市役所前駐車場
����　毎月第３日曜日（当
日、悪天候の場合は中止となり
ます）
���　午前９時～１１時
�����　１３�を参照
市外の方や事業所から持ち込む
ことはできません

��������	

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３日日日日日日日日日日曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜

日日日日日日日日日日

毎月第
３日曜

日

市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所
前前前前前前前前前前駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車

場場場場場場場場場場

市役所
前駐車

場

13　2007.10.1

持ち込むときのポイント品　　目

ビニールひも・ガムテープは取り外してください。（紙ひもは可）

写真、カーボン紙（宅配便の伝票など）、感熱紙、和紙、洗剤の空き箱、防水加

工された紙（紙コップ、アイスクリームの容器など）、圧着はがきなどを混入さ

せないでください。※ごみ百科事典１７～１８㌻を参照

「④飲料紙パック」は　  　マークが付いているものが対象です。　  　マークが付

いている紙製容器は対象になりません。水洗いをし、切り開いて持ち込んでく

ださい。

①新聞・ちらし

　
　
   
紙　
　

類

②雑誌・雑がみ

③段ボール

④飲料紙パック

そでを切ったり、ボタン・ファスナーを取り外したりせずに、ぬらさないように
して持ち込んでください。皮革製品、毛布、タオル、ぬいぐるみ、軍手、ぞうき
ん、靴下、汚れた衣類などは持ち込めません。※ごみ百科事典 16㌻を参照

⑤古　着

飲料用のみ回収します。中を水洗いして出してください。⑥アルミ缶
 
飲
料
缶 飲料用のみ回収します。中を水洗いして出してください。⑦スチール缶

自治会などのステーションに出すときと同じように分けて持ち込んでください。

※ごみ百科事典１１㌻を参照

⑧生き瓶
　
  
瓶      
類

⑨白瓶

⑩茶瓶

⑪その他瓶

中を水洗いし、キャップとラベルは取り外してください。

（キャップは⑭、ラベルは⑮へ）
⑫ペットボトル

    　
　
　
　
　
　
             

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類

シャンプー、リンス、洗剤のプラ製容器。
中を水洗いし、キャップは外してください。（キャップは⑭、
ポンプ式ノズルの部分は不燃ごみへ）

⑬プラ製ボトル容器

ペットボトル、麺つゆ、ドレッシング、洗剤などのプラ製

キャップ。
⑭プラ製キャップ

⑫で取り外したペットボトルのラベルを回収します。⑮ペットボトルのラベル

卵パック、イチゴパック、惣菜パックのふたなど。値札シール

はできるだけ取り除いてください。
⑯透明のプラ製容器

豆腐パック、ヨーグルト容器、クッキーの仕切りトレイなど。

発泡トレイは受け取れません。

⑰色付きの食品用
　プラ製容器

個包装された食品の外袋（ケチャップの袋、キャンディーの外

袋など）、スーパー・コンビニのレジ袋。
⑱プラ製袋・レジ袋

対象はディスク本体のみ。⑲ＣＤ・ＤＶＤ

廃油入れに使った容器は持ち帰ってください。⑳食用廃油
資源として回収しますので、汚れたものは受け取れません。清潔な状態で持ち込んでください。また、お持ちいただいた物に
よっては受け取れない場合があります。ご了承ください。

□日曜リサイクル広場で回収する品目一覧（①～⑳に分別して回収します）

※集団資源回収が行われる地域は、できるだけ集団資源回収への協力をお願いします


